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楠
部
の
萬
歳
楽

　

七
草
、鏡
開
き
、小
正
月
。
行
事
と
と
も
に
、
お
正
月
が
少
し
ず
つ
去
っ
て
い
き
ま
す
。

季
節
は
一
年
中
で
も
っ
と
も
寒
い
、大
寒
を
迎
え
ま
し
た
。

　

伊
勢
神
宮
の
神
田
が
あ
る
楠
部
町
四
郷
で
は
、二
十
日
に「
萬
歳
楽
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雅
楽
曲
の
萬
歳
楽
で
は
な
く
、里
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
年
中
行
事
で
す
。

「
萬
歳
楽
」は
、江
戸
時
代
中
期
、享
保
年
間
に
す
で
に
記
録
が
あ
り
、明
治
時
代
以
降
も
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
中
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
地
元
の
人
々
の
熱
意
に
よ

り
、
平
成
十
二
年
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
翌
年
楠
部
町
全
体
の
行
事
と
し
て
復
活
さ
れ

ま
し
た
。
か
つ
て
は
一
月
十
一
日
で
し
た
が
、
今
は
人
の
集
ま
り
や
す
い
一
月
の
第
三
日
曜

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

祭
は
、ま
ず
五
穀
豊
穣
を
祈
る「
豊
年
踊
」か
ら
始
ま
り
ま
す
。
室
町
時
代
の
装
束
を
身

に
つ
け
た
舞
人
が
お
供
え
餅
の
入
っ
た
木
桶「
由
利
」を
肩
に
担
ぎ
、
舞
台
を
回
り
ま
す
。

一
周
目
は
、「
当
年
の
早
稲
は
、萬
歳
楽
」と
舞
人
が
言
う
と
、「
ま
ー
ん
ざ
ら
く
」と
観
客
か
ら

の
囃
子
が
入
り
ま
す
。二
周
目
は
、稗
、粟
。
三
周
目
は
麦
、大
豆
と
品
種
が
変
わ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
舞
人
が
交
替
し
、中
稲
、
晩
稲
と
同
じ
よ
う
に
祝
い
言
葉
を
言
い
な
が
ら
回
り
ま

す
。
最
初
の
早
稲
の
時
に
は
、「
荷
馬
車
に
百
万
杯
、萬
歳
楽
」と
な
っ
て
い
た
言
葉
が
、後
半

の
晩
稲
に
な
る
と
、「
新
幹
線
に
百
万
杯
」「
ダ
ン
プ
カ
ー
に
百
万
杯
」と
現
代
的
な
乗
り
物
に

変
わ
っ
て
く
る
の
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

　

豊
年
踊
が
す
む
と
、鬼
が
描
か
れ
た
的
を
目
が
け
る
弓
射「
鬼
打
ち
儀
式
」が
始
ま
り
ま

す
。
射
手
は
、御
神
酒
と
小
豆
の
入
っ
た
握
り
飯
で
腹
ご
し
ら
え
を
す
る
の
が
習
慣
と
か
。

里
人
の
無
病
息
災
を
祈
っ
て
、今
年
も
鬼
が
射
抜
か
れ
た
の
で
し
た
。

　

一
月
二
十
一
日

だ　
い

か

ん

�
第
二
十
七
号
�

く
す　

べ

あ
わ

し

ご
う

お
く
て

な
か
て

は
や

し

ひ
え

ゆ　

り

わ　

せ

ま
ん

ざ
い
ら
く


